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あ･ら･か･る･と市政

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
相
談
員
の
設

置
や
担
い
手
法
人
へ
の
農
地
利
用
集
積
の

推
進
、
市
民
農
園
・
体
験
水
田
・
干
し
柿
園
・

周
辺
景
観
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
活
動

の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で
に
約
30 

ha
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
。
こ
れ
か
ら
も
、

積
極
的
に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

大
井
川
鐵
道
を
支
援
す
る
た
め
の
協
議
会
を
初
め
て
開
催

問
市
民
安
心
課 

☎
３
６-

７
１
４
４

　

経
営
不
振
の
大
井
川
鐵
道
の
支
援
策
を
協

議
す
る
「
地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
大
井
川

鐵
道
の
存
続
と
地
域
活
性
化
に
関
す
る
協
議

会
」
の
初
会
合
が
、
３
月
25
日
に
市
役
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
染
谷
市
長
と
鈴す
ず
き
と
し
お

木
敏
男
川
根

本
町
長
、
伊い
と
う
ひ
で
お

藤
秀
生
大
鐵
社
長
、
さ
ら
に
は

井
川
線
（
千
頭
～
井
川
間
）
が
通
る
静
岡
市

と
県
交
通
政
策
課
の
担
当
者
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
中
部
運
輸
局
鉄
道
部
の
担
当
者

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
大
井
川
鐵
道
か
ら
、
沿
線
市
町
の

少
子
化
な
ど
に
伴
う
利
用
者
数
と
、
Ｓ
Ｌ

を
中
心
と
し
た
観
光
鉄
道
面
で
団
体
バ
ス
ツ

ア
ー
客
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
。
ま
た
、
３
期
連
続
で
赤
字
を
計
上
す

る
見
通
し
を
示
し
、
３
月
26
日
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
は
、
収
支
改
善
を
図
る
た
め
に
大
井
川

本
線
の
運
行
本
数
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
協
議
会
で
は
、
利
用
者
の
実
態
を

把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
沿
線
の
地

域
振
興
、
静
岡
市
と
連
携
し
た
広
域
観
光
施

策
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

新
し
い
市
勢
要
覧
に
市
民
３
０
０
人
の
「
い
い
じ
ゃ
ん
」

　

復
興
支
援
の
た
め
、
南
相
馬
市
へ
島
田
市
職
員
を
派
遣

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
実
績
で
市
農
業
委
員
会
に
優
秀
賞

問
広
報
課 
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市
で
は
「
島
田
市
市
勢
要
覧
」
を
４
年
５

カ
月
ぶ
り
に
改
訂
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
島

田
市
民
が
受
け
継
ぐ
「
人
×
声
×
か
け
る
」

（
ひ
と
こ
え
か
け
る
）
お
も
て
な
し
の
心
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
島
田
市
の
お
気
に
入
り
を
紹
介
。
市
の

魅
力
や
子
育
て
環
境
の
充
実
、
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
、市
民
の
声
「
い
い
じ
ゃ
ん
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　

取
材
に
協
力
し
て
く
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん

は
、
な
ん
と
約
３
０
０
人
。
さ
ら
に
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し
た
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
技
術
を
採
用
し
、
紙
面
に
は
掲
載
し
き

れ
な
い
情
報
を
動
画
や
音
声
で
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
掲
げ
る
シ

テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
市
外
や
県
外
へ

問
人
事
課　
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７
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
た
め
、
市

で
は
福
島
県
南
相
馬
市
へ
職
員
１
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
。
現
地
で
は
公
共
事
業
の
契
約
事
務
な
ど

を
担
当
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
職
員
派
遣
は
、
南
相
馬
市
か
ら
の
要

請
に
応
え
た
も
の
で
、
本
格
的
復
興
事
業
へ

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
想
定
さ
れ

る
東
海
地
震
な
ど
の
危
機
管
理
へ
の
対
応

習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
28
日
、
職
員
派
遣
の
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
派
遣
さ
れ
る
職
員
は
「
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
こ
の
身
で
感

じ
、
現
地
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
力
を
尽
く

し
て
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

問
農
業
委
員
会　

 

☎
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島
田
市
農
業
委
員
会
（
増ま

す
だ田

重し
げ
お男

会
長
）

が
２
月
５
日
、
静
岡
市
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
川

勝
県
知
事
か
ら
「
静
岡
県
耕
作
放
棄
地
再
生

活
動
（
推
進
組
織
の
部
）」
で
優
秀
賞
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る

耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た
め
に
、
各
地
区
の

農
業
委
員
が
農
業
委
員
会
事
務
局
や
農
林

課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
た
活
動
が
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染谷市長から辞令を受ける職員

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
南
相
馬
市
へ
職

員
３
人
を
、
平
成
25
年
度
は
岩
手
県
山
田
市

へ
職
員
１
人
を
派
遣
し
、
震
災
の
復
興
支
援

に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

の
情
報
発
信
に
使
用
す
る
ほ
か
「
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
（
郷
土
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
）」

の
醸
成
の
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
て
て
い
き
ま

す
。
今
後
、
公
共
施
設
や
首
都
圏
の
観
光
案

内
所
に
配
架
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
す
る
予
定
で
す
。


